
 

 

 

 

 

 

４月６日（土）高知県小学生バレーボール春季選手権大会にて、子ども・保護者・指導者参加の第１回コンプライア

ンス研修会を行いました。その時の内容と、その時にいただきました    アンケート    をご紹介したいと思います         

最初に、なぜコンプライアンスについて学ぶ必要があるのか、子どもたちと一緒に考えました        学校にも「きまり（ルー

ル）」があります。それは、「安心・安全に楽しく学び仲間と協力して過ごすため」でもあります。バレーボールでも同じで、

ルールやマナーがあることによって、互いに尊重し合い、気持ちよくバレーをすることができます    

 

 

 

 

 

 

 

 

 コンプライアンスを守ることによって、子どもを守り、保護者を守り、指導者も守ります。プレイヤーズセンター

ド！プレイヤーである子どもたち（主役）を中心とし、まわりにいる指導者や保護者である「アントラージュ」自身の

ウェルビーイング（良好・幸福な状態）も意識しながら、プレイヤーを支えていくという考え方です     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そして、子どもたちがどのような指導者を求めている

のか、アンケート結果を見ていただきました。 

 後半は、保護者・指導者に向け、全国や県内のコンプラ

イアンス事案の一部を紹介いたしました。第２回コンプ

ライアンス研修会では、共育ブック追記版を使って、指導

の在り方について共に考えていきたいと思います。 

  

KJVAだより～明るく・温かく・明日に向かって～ No．21 

            高知県小学生バレーボール連盟 広報委員会通信  令和６年６月１日 

～第１回コンプライアンス講習会へのご参加ありがとうございました～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たくさんのご応募、ありがとうございました    今年は20の作品から、この８つが選ばれまし

た        このポスターは、県大会などで掲示されます。仲間とともに一生懸命ボールをつなぐ子どもた

ちを励まし応援するポスターを、ぜひ間近でもご覧くださいね♪ 

 

指導者         

改めて、子どもたちとの向き合い方を

考えさせられる内容でした。何より、子

どもたちの人権を大切にして、一緒に歩

んでいける指導者になりたいです。 

指導者         

 子どもたちが今日までできなかった

ことができた時の喜びを表現しながら、

生き生きと目を輝かせている、そんな景

色のチーム練習を目指したいです。 

～研修後の振り返りより（一部）～ 

保護者         

指導者・選手・保護者がそれぞれに考

え方があり、バランスをとることが大

事。そのために、話し合うことが大切。

こういう機会があり、変化していける

チャンスであると思いました。 

指導者         

 一番はバレーを好きになってほしい

です。仲間づくりをし、楽しさ、くやし

さ、感動…いろんな経験をして、家族と

の会話をつくり、指導者も一緒に学び、

子どもたちと一緒に成長していきたい

と思いました。 

保護者         

 子どもを中心におき、楽しいと思える

バレーをしてほしいと改めて思いまし

た。そうできるように、支えていきたい

と思います。 

保護者         

バレーが嫌になってやめていく子ど

もが一人でも減るよう、保護者の立場か

ら見守っていきたいです。 

保護者         

 暴言・暴力は今の時代にそぐわず、子

どもの成長を妨げる行為だと思います。

子どもたちには、バレーが好きで楽しく

続けてもらいたいです。 

保護者         

日本のスポーツ界の転換期だなと感

じました。このような会を指導者・保護

者・子どもたちで共有したことがすご

いと思いました。1 人でもバレーが好

きな子が増えるよう保護者も考え方を

変えていく必要があると思いました。 


